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一般競争入札公告 

 

 公益社団法人日本金属学会において、下記の契約について一般競争入札に付します。 

 

１．競争入札事項  

日本金属学会誌の令和７年度（第８９巻第１号から第８９巻第１２号まで）と 

令和８年度（第９０巻第１号から第９０巻第１２号まで）の２年間の各年の印刷等 

 

２．競争参加資格 

（１）各省庁における物品の製造・販売に係る競争入札参加資格（全省庁統一規格）において、「物品の

製造」、「物品の販売」「役務の提供等」の区分において「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」又は「Ｄ」の等級に格付

けされている者であること。あるいは、各省庁における物品の製造・販売に係る競争入札参加資格

は有しないが、「物品の製造」、「物品の販売」「役務の提供等」の区分において「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」

又は「Ｄ」の等級であることを証明できる者。 

（２）以下の競争参加者の制限に係わる事項に該当しない者。 

ア 本契約を締結する能力を有しない者および破産者である者 

イ 次の各号の一に該当すると認められる者は、その事実があった後５年間 

一 契約の履行に当り故意に工事若しくは製造を粗雑にし、又は物品の品質若しくは数量に関して不

正の行為をした者 

二 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し若しくは不正の利益を得た者 

三 落札者が契約を結ぶこと又は契約者が契約を履行することを妨げた者 

四 監督又は検査の実施に当り職員の職務の執行を妨げた者 

五 正当な理由がなくて、契約を履行しなかった者 

六 前各号の一に該当する事実があった後５年を経過しない者を、契約の履行に当り、代理人、支配

人、その他の使用人として使用した者 

ウ 本会と利害関係を有する者 

 

３．入札方法 

消費税込みの入札総額を記載した入札書にその内訳毎の金額を明示した見積書を添付し、郵送また

は電子メール添付すること。入札書は関連する別の仕様書がある場合は、それぞれの入札書を同時

に提出すること。 

 

４．落札決定方法 

本件の入札総額よび関連する別の入札総額を総計し、入札条件が同一でない場合は条件を整えて入

札総額を修正した上で、最低入札総額を入札した者に落札する。なお今回落札者がいない場合は、

現在の契約会社が現在と同じ条件で落札することができる。 

 

５．納入期限 

令和７年分の冊子は令和７年１月１日から隔月１日、令和７年１２月１日まで。ただし、契約期間

中に毎月発行に変更する可能性がある。オンラインジャーナルのデータについては、早期公開は、
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週１回指定する曜日まで。通常公開は、毎月１回、前月２５日に公開できるよう準備する。以降同

様に令和８年分まで。 

 

６．仕様説明会の日時及び場所 

令和６年８月２日（金）１５時からオンライン(Zoom) 

参加希望者は７月３０日（火）までに secretary_gen@jimm.jp へ申込みをする。 

７．入札書および内訳見積書等受領期限及び提出場所 

令和６年８月２２日（木）１５時 

公益社団法人日本金属学会 事務局長(secretary_gen@jimm.jp) 

 

８．開札日時及び場所等 

令和６年８月２３日（金）１５時 

公益社団法人日本金属学会入札室（会議室）またはオンライン(Zoom) 

本会会誌編集委員長またはその委任を受けた代理者の立会いの下、本会の入札執行職員が開札する。

開札は非公開とする。落札結果はすべての応札者に連絡する。 

 

９．入札の無効 

   下記のいずれかに該当する入札は無効とする。 

   ①競争に参加する資格のない者の提出した入札書 

   ②所定の事項の記載（押印を含む。）のない入札書 

   ③入札金額の記載が不明確なもの及び金額を訂正したもので、その訂正について押印のない入札

書 

   ④契約の目的となる物件の名称に重大な誤りのある入札書 

   ⑤所定の事項の記載（押印を含む。）の判然としない入札書 

   ⑥内訳見積書が添付されていない入札書 

   ⑦仕様説明書に記載された仕様に合致していない見積書が添付してある入札書 

   ⑧その他入札に関する条件に違反した入札書 

 

１０．契約条件  

仕様説明会において説明する。 

 

１１．契約書の作成 

   契約の締結に当たっては、契約書を作成する。 

 

１２．その他 

   詳細は入札説明書による。   

 

１３．問合せ先 

   事務局長 谷山 明(E-mail: secretary_gen@jimm.jp) 
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以上公告する。 

令和６年７月２４日 

契約担当者 公益社団法人日本金属学会  

会 長  榎 学 


